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2022（令和 4）年度 事業報告（案） 

 

 2022（令和 4）年度事業計画において「重点課題」として挙げた各項目の実施状況について、以

下に報告する。 

 

1. 「新型コロナウイルス対策を継続しつつ、事業費の増収や業務の効率化に向けた取り組みを進

める。」について 

 引き続き感染状況や緊急事態宣言等の国や行政の施策を踏まえ、感染症対策の徹底や京都府よ

り提供を受けた抗原検査を行いながら、必要な支援の継続に努めた。にこりん、あっとホーム

については前年より増収を図ることができたが、その他の事業は前年比マイナスとなった。 

 BCP(事業継続計画)の策定に向け研修受講などの取り組みを行ったが、策定にまでは至らなか

った。 

 処遇改善特例交付金・ベースアップ加算による、処遇改善特例手当と一時金の支給も行った。 

 業務の DX 化について、年間を通して積極的に取り組んだ。各業務の記録やヒヤリハット・事

故等報告、勤務管理等である程度定着をしてきた部分もあるが、全体として業務の効率化に繋

がったと言える状況にはまだ至っていない。 

 法人資産（現金・預金）の一部（2000 万円）で運用を行った。年間を通して＋3.09％と大きな

増減はなかったが安定的に運用することができている。 

 新型コロナの感染拡大期にメンバー・スタッフともに感染が広がったことに対して、長岡京市

からの福祉事業者緊急対応支援補助金の交付を受けることができた。 

 

2. 「人材確保・育成を引き続き最重点課題と位置づけ、法人全体で取り組む」について 

 新たなスタッフの確保に向け、就職フェア等への積極的参加、チラシ配布やスタッフ間の紹介

等により新規登録スタッフ 9 名の確保に繋がった。また新たに常勤の契約職員という形で 1 名

を採用した。一方、登録スタッフの昨年度の退職者は 10 名である。 

 無資格者の資格取得についてはコロナ禍での研修の困難さもあったが、重度訪問介護で 2 名、

移動支援で 1 名の登録スタッフが従事者養成研修を受講してもらうことができた。 

 3 年目・2 年目の若手職員に対してより主体的に業務に取り組めるよう、それぞれ主な担当事

業を決めた。また引き続き育成担当職員を定め、定期的な面談や研修（あっとホーム会議）を

実施した。 

 

3. 「『あっとホーム』の『建て貸し方式』による移転を進める。」について 

 １件（10 名定員）について、2023 年末の完成に向けた建築の具体的な協議を進めることがで

きた。 

 現在のホームからの移転についても対象ホームや移転計画を定めて、具体的な検討を進めるこ

とができた。一方対象・移転計画の検討やメンバー・ご家族との話し合いと合意形成のプロセ

スで十分な対応ができず、ご家族に不安感や不信感を与えてしまったことは大きな反省点であ

る。 

 他にホームについてはオーナーの確保を含め現時点では未定であり、引き続き３社（積水ハウ

ス、アイトス、リヴ）との連携に情報収集を行っている。 
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4. 「てくてく「中長期計画」の策定」について 

 上記ホーム移転に関する 2023 年度中の計画立ては行ったが、数年スパンの計画の検討には着

手することができていない。 

 

5. 「各事業の支援を継続して実施する。」について 

 新型コロナ禍が続く中でも、感染防止対策を最大限取り、状況を見ながら可能な限り支援を提

供できるよう努めた。ガイドヘルプについても移動の方法や行先、活動内容等も個々に工夫を

しながらできる形で実施を継続している。 

 ヘルパー研修や登録スタッフ研修も ZOOM を活用したハイブリッド開催など出来る形を模索

しながら、可能な限りの実施に努めた。 

 「サービス管理責任者基礎研修」「相談支援従事者初任者研修」を各 1 名の職員が受講した。 

 

6. 「『より良い支援』を目指して、研修を充実させる。」について 

 専門的な機関･団体が開催する研修については研修自体が受講しにくい状況もあったが、機会

を捉えて若手職員を中心に参加することはできている。 

 「虐待防止委員会」を改めて苦情解決第三者委員の方にも参画して頂く形で設置し、６月・９

月・１１月に委員会を開催。日常の支援における課題の確認と協議、虐待防止・身体拘束適正

化の指針の策定、「支援・業務のセルフチェック」や研修の検討等を行った。 

「虐待防止研修」を亀岡市障害者相談支援センターお結びセンター長 荒樋博利さんを講師に

お招きし 3 月 20 日に ZOOM を活用する形で開催。職員・登録スタッフ・関係者６０名に受講

していただくことができた。 

 

7. 「乙訓圏域や全国の情勢･制度の動向について情報を収集するとともに「てくてく」からの課題

の発信を行う。」について 

 乙訓圏域障がい者自立支援協議会や乙訓障害者支援事業所連絡協議会（乙障協）、乙訓圏域障

がい者相談支援事業所連絡会等、乙訓圏域でのネットワークに関わる取り組みに可能な限り参

画するよう努めた。 

 長岡京市の重層的支援体制整備事業の「とりこぼさないプラットフォーム」コアメンバーに「て

くてく」からも参画させて頂いた。 

 春･秋に通信を発行した。法人設立 20 周年記念企画を中心に、コロナ禍の中でも「てくてく」

での活動の様子をできるだけ活き活きと発信できるよう心がけた。 

 ホームページ、フェイスブックページ等、インターネットを活用した情報発信は十分に取り組

めなかった。 

 

※ 各事業の実施状況や法人の活動等の詳細については、別紙「事業及び活動の実施状況」を

参照のこと。 

以上 
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利用実績
給付費収入

（単位：円）

延べ6,956人
延べ6,622時間 47,433,049

延べ2,234人
延べ5,502時間 20,979,150

延べ327人
延べ1302時間 6,369,842

延べ430人
延べ1411.5時間 3,024,898

利用無し 0

利用無し 0

女性5名

男性4名

女性4名

男性4名

女性4名
（体験利用1名）

延べ728人 8,878,989 利用者34名
職員・登録
スタッフ

20名

0人 0 利用無し
職員・登録
スタッフ

20名

延べ89人 1,232,186 利用者3名
職員・登録
スタッフ

15名

延べ75人 1,100,571

12ヶ月 1,440,000

延べ107人
延べ48時間 168,400

あっとホームスタッフ研修会
毎月開催

（8月のみ休み）
各グループホーム

みんなの家
登録スタッフ・職員

計317名（内リモート57名）

虐待防止研修 令和5年3月
みんなの家

及びオンライン
登録スタッフ・職員

計57名

ヘルパー研修会
４・５・６・９・１０

１１・１２・１・２・３月 みんなの家
登録スタッフ・職員

計91名

開催中止

研修会

てくてく全体研修会 開催中止

てくてくフォーラム 開催中止

メンバー・ボランティア
6名

親睦活動

プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト
つ
な
ぐ

20周年記念 令和4年12月10日（土） みんなの家
メンバー・家族

登録スタッフ・職員 約60名

たまぼっくる

コロぼっくる

地
域
力
活
性
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

みんなの交流会（温泉、ぽたろう祭り準備、他） 活動中止

バンド 音 令和4年12月10日（土） みんなの家

事業及び活動名 内容 実施期間・時期 場所
受益対象者の
範囲及び人数

利用者13名

収益事業

賃貸事業
令和4年4月～
令和5年3月

向日市上植野町 女性4名

私費利用
令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域及び京都市
（桂川西岸地域）

※日帰りできる範囲

男性2名
女性2名

あっとハック
しろのさと

短期入所事業
令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市城の里
（あっとホーム

たんぽぽ城の里内）

ぱれっと 相談支援事業
令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域及び京都市
（西京区）

あっとハック
いちもんばし

短期入所事業
令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

緊急一時保護事業
令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

長岡京市井ノ内

職員・登録
スタッフ

66名

令和4年4月～
令和5年3月

大山崎町高麗田

令和4年4月～
令和5年3月

向日市上植野町

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市今里

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市城の里

あっとホーム
どんぐり
ジャンプ
つばさ

翔

たんぽぽ城の里

共同生活援助事業 延べ6531人 62,289,522

令和4年4月～
令和5年3月

にこりん

居宅介護

令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域
及び京都市

（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

利用者
62名

職員・登録
スタッフ

50名

重度訪問介護

行動援護

移動支援

入院時コミュニ
ケーション支援

緊急一時
保護事業

２．事業及び活動の実施状況　　

事業名 サービス種別 実施期間・時期 場所
受益対象者の
範囲及び人数
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単位：円

法人 にこりん あっとホーム あっとハックしろのさと あっとハックいちもんばし ぱれっと 収益事業 合計

-            77,839,525   68,229,522   1,323,198    9,764,685    1,100,571    1,590,700    159,848,201  

給付費収入 -            77,826,825   62,289,522   1,229,698    8,949,285    1,100,571    -            151,395,901  

緊急一時 -            -            -            -            -            -            -            -            

サービス利用料収入 -            12,700       -            57,000       444,700      -            -            514,400      

私費サービス利用収入 -            -            -            -            -            -            150,700      150,700      

給食費収入 -            -            -            36,500       370,700      -            -            407,200      

家賃収入 -            -            5,940,000    -            -            -            1,440,000    7,380,000    

34,000       -            -            -            -            -            30,000       64,000       

-            1,701,185    962,717      19,325       150,626      -            -            2,833,853    

832,228      130,000      1,246,000    6,000        129,000      110,000      -            2,453,228    

273,300      -            29,100       -            -            -            -            302,400      

118,433      9,000        -            -            -            6,800        76           134,309      

受取利息 118,433      -            -            -            -            -            76           118,509      

雑収入 9,000        -            -            -            6,800        -            15,800       

1,257,961    79,679,710   70,467,339   1,348,523    10,044,311   1,217,371    1,620,776    165,635,991  

法人 にこりん あっとホーム あっとハックしろのさと あっとハックいちもんばし ぱれっと 収益事業 合計

6,137,312    55,217,291   49,076,469   429,472      14,036,023   4,359,982    471,049      129,727,598  

-            720,000      480,000      -            240,000      -            -            1,440,000    

672,002      5,052,311    4,634,110    50,973       1,793,793    653,492      55,908       12,912,589   

1,341,286    1,461,988    1,484,765    57,000       905,763      527,534      595,371      6,373,707    

120,000      360,000      5,290,000    130,000      960,000      120,000      240,000      7,220,000    

508,670      471,404      202,614      3,994        252,468      34,250       42,940       1,516,340    

3,123,279    473,578      2,360,698    -            567,669      -            249,770      6,774,994    

-            264,000      -            -            -            -            -            264,000      

-            -            -            36,500       342,900      -            -            379,400      

54,382       -            -            -            -            -            -            54,382       

35,591       38,760       24,000       -            10,000       -            -            108,351      

1,555,950    33,000       -            -            -            -            55,000       1,643,950    

-            -            -            -            -            -            -            -            

-            336,385      389,120      -            70,400       9,100        47,978       852,983      

141,460      -            -            -            -            -            -            141,460      

-            2            -            -            2            

13,689,932   64,428,719   63,941,776   707,939      19,179,016   5,704,358    1,758,016    169,409,756  

-12,431,971  15,250,991   6,525,563    640,584      -9,134,705   -4,486,987   -137,240     -3,773,765   

部門別実績収支報告書

収入の部

ＮＰＯ法人てくてく

研修費

収入合計

　　　　　　区分
　　科目

　　　　　　区分
　　科目

人件費

減価償却費

事業収入

会費収入

退職金掛金

支出の部

支出合計Ｂ

寄付金収入

リース減価償却費

助成金収入

処遇改善臨時特例交付金

過不足額Ａ－Ｂ

管理費

地代家賃

保険料

事業外収入

求人活動費

固定資産除却損

ＮＰＯ法人てくてく

法定福利費

企画調査費

委託契約料

食材仕入れ

修繕費

活動費

 4









第３号議案   

8 

 

2023（令和 5）年度 事業計画【重点課題】（案） 

 

I. 全体を通して 

 新型コロナウイルス感染の影響もあったとは言え２年連続の赤字決算という厳しい現状を踏ま

え、引き続き感染防止対策への意識を継続させながらも、メンバーの皆さんへの日々の支援を今後

も継続していくためにも運営状況の根本的な見直しを行っていく最初の一年としたい。 

20 年という節目を超えて「次の 20 年」に向かっていく初年度でもある。近年の「働き方改革」

を踏まえた職員処遇の改善は今後も継続しつつ、初心に帰り、てくてくの NPO としての本来のミ

ッションである「メンバー支援」の充実をあらためて目指していかなければならない。 

 

II. 今年度の取り組みにおける重点課題 

1. 事業費の増収・支出の削減・業務の効率化に向けた取り組みを進める。 

① 必要な支援を継続して提供できるよう、新型コロナを始めとした感染症防止対策を引き続き徹

底する。 

② てくてくが「働き続けることができる職場」となるよう、「働き方改革」を踏まえた職員処遇の

改善を今後も継続する。 

③ 今後３～５年のスパンで赤字運営解消を目指し抜本的な運営の見直しを行う。 

④ 年度中間時点での収支状況を踏まえ、次年度の予算案の策定に着手する 

⑤ BCP（事業継続計画）の策定を完了する。 

⑥ 昨年度の業務の DX 化の成果と課題を踏まえ、真に業務の効率化に繋がるよう取り組む。 

⑦ 法人資産運用について、職員が自らの課題として主体的に取り組めるよう学習や協議を行いな

がら進める。 

⑧ （「重点課題２」とあわせ）職員育成及び登録スタッフ確保・育成・資格取得を進め、提供でき

る支援、とりわけ資格に基づく支援を拡充することにより、収入増をめざす。 

 

2. 人材確保・育成を引き続き最重点課題と位置づけ、法人全体で取り組む。 

① てくてくキャリアパス制度を踏まえ、新人・中堅・管理者それぞれのレベルでのスキルアップ

をめざし、個別の計画に基づく職員育成（研修･面談等）を実施する。 

② 中堅職員となった若手職員の育成について、メンバー支援にかかるスキルの向上を目指すとと

もに、法人職員としての役割と責任を踏まえ、より主体的に業務に取り組めるよう育成を進め

る。 

③ 登録スタッフ（ヘルパー・世話人・支援員）の確保に向けて、「てくてく」全体で取り組む。 

④ 無資格者の資格取得（介護職員初任者研修、重度訪問介護等）のための研修受講を法人として

バックアップして進め、資格取得要件のある支援に携わる人材を育成する。 

 



第３号議案   

9 

 

3. 「あっとホーム」の「建て貸し方式」による移転を進める。 

① 「どんぐり」「たんぽぽ城の里」の新ホームへの移転を完了する。 

② 他の 3 ホームの移転について、できる限り早期の完了を目指し（2028 年度までの移転を目標

とする）、関係機関・事業者と連携を取り、具体的な検討を行う。 

 

4. てくてく「中長期計画」の策定について。 

① 上記１－③を踏まえ、向こう３～５年の運営見直し計画を立てる。 

 

5. 各事業の支援を継続して実施する。 

① 感染防止対策の徹底を継続し、事業の安定的な実施に努める。 

② 法人運営の現状を踏まえ、新規の利用希望について、相談支援等関係機関との連携を基に緊急

性･必要性を把握した上で、可能な限り積極的に対応する。 

③ 「強度行動障害支援者養成研修」「相談支援従事者研修」「サービス管理責任者等研修」「虐待防

止・権利擁護研修」等、事業実施に必要な研修の受講を出来る限り進める。 

 

6. 「より良い支援」を目指した取り組みを進める。 

① 障がい者虐待防止（身体拘束適正化）委員会を中心に、年間計画に基づき研修等の取り組みを

実施する。 

② 個々の障がい特性やニーズに応じた支援に必要な知識・技術を高めるための研修について、専

門的な機関･団体等（自閉症ｅサービス、医療的ケアネット等）との連携により進める。 

③ ZOOM を活用する等、実施方法を工夫し可能な形で法人内研修を実施する。 

④ 個別の職員育成･研修計画の策定と、計画に基づく研修と評価を実施する。 

 

7. 地域や全国の様々な人・団体との連携を図り、情報を収集するとともに「てくてく」からの課

題の発信を行う。 

① ホーム移転を機に法人として一文橋自治会に加入し、地域にある法人・事業所として地域の活

動に参画・貢献する。 

② 乙訓圏域で「てくてく」に期待される役割に応え、出来る形で主体的に参画する。 

③ インターネット・紙媒体それぞれの特性を活かし、広報活動を積極的に行う。 

④ 全国の障がい福祉関係団体等との連携を図り、情報収集を行う。 

 

以上 

 

※ 各事業の実施計画や法人の活動等の計画の詳細については、別紙「事業及び活動の実施予定」

を参照のこと。 

 



目標数値
給付費予定額
（単位：千円）

延べ8,347人
延べ7,946時間 55,440

延べ2,681人
延べ6,602時間 25,056

延べ392人
延べ1,565時間 7,644

延べ516人
延べ1,694時間 3,629

予定無し 0

女性5名

男性4名

女性4名

男性4名

女性4名
（体験利用1名）

延べ1,019人 12,347 利用者48名
職員・登録
スタッフ
25名

ー ー 利用者0名
職員・登録
スタッフ
25名

延べ138人 1,902 女性8名
職員・登録
スタッフ
20名

延べ86件 1,265

12か月 1,440

延べ110人
延べ48時間

150

地
域
力

活
性
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

研修会 てくてくフォーラム 登録スタッフ・職員・家族

虐待防止研修 登録スタッフ・職員

メンバー
ボランティア

てくてく全体研修会

令和6年3月
みんなの家
及び　zoom

地域力活性隊
コロぼっくる

登録スタッフ・職員

バンド 音

新型コロナ感染等の状況を見て検討

登録スタッフ・職員・家族

あっとホーム世話人研修会 毎月開催
各グループホーム

みんなの家
登録スタッフ・職員

メンバー
ボランティア

研修会

親睦活動 プロジェクトつなぐ ぽたろう祭り 令和5年10月 みんなの家

ヘルパー研修会 毎月開催 みんなの家

利用者・家族・関係者
登録スタッフ・職員・近隣住民

地域力活性隊
コロぼっくる

みんなの交流会（ぽたろう祭り準備） 令和5年9月 みんなの家
メンバー

ボランティア

活動名 内容 実施期間・時期 場所
受益対象者の
範囲及び人数

利用者15名

収益事業

賃貸事業
令和5年4月～
令和6年3月

向日市上植野町 女性4名

私費利用
令和5年4月～
令和6年3月

乙訓地域及び京都市
（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

男性2名
女性2名

あっとハック
しろのさと

短期入所事業
令和5年4月～
令和6年3月

長岡京市城の里
（あっとホーム

たんぽぽ城の里内）

ぱれっと 相談支援事業
令和5年4月～
令和6年3月

乙訓地域及び京都市
（西京区）

長岡京市今里

令和5年4月～
令和6年3月

長岡京市城の里

あっとハック
いちもんばし

短期入所事業
令和5年4月～
令和6年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

緊急一時保護事業
令和5年4月～
令和6年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

延べ7,511人 71,622

令和5年4月～
令和6年3月

長岡京市井ノ内

職員・登録
スタッフ
75名

令和5年4月～
令和6年3月

大山崎町高麗田

令和5年4月～
令和6年3月

向日市上植野町

令和5年4月～
令和6年3月

受益対象者の
範囲及び人数

にこりん

居宅介護

令和5年4月～
令和6年3月

乙訓地域
及び京都市

（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

利用者
65名

職員・登録
スタッフ
60名

重度訪問介護

行動援護

移動支援

地
域
力
活
性
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト みんなの交流会（夢プロジェクト）

２．事業計画及び活動の実施予定

事業名 サービス種別 実施期間・時期 場所

入院時
コミュニケーション支援

あっとホーム
どんぐり
ジャンプ
つばさ
翔

たんぽぽ城の里

共同生活援助事業
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単位：千円

法人 にこりん あっとホーム
あっとハック

（しろのさと）
あっとハック

（いちもんばし） ぱれっと 収益事業 合　計

- 91,769 78,905 2,038 13,308 1,265 1,586 188,871 

給付費収入 91,769 71,622 1,902 12,347 1,265 178,905 

サービス利用料 - 86 511 597 

給食費収入 50 450 500 

私費サービス料 146 146 

家賃収入 7,283 1,440 8,723 

33 36 69 

- 45 45 

100 100 

110 5 1 116 

受取利息 110 1 111 

243 91,774 78,950 2,038 13,308 1,265 1,623 189,201 

法人 にこりん あっとホーム
あっとハック

（しろのさと）
あっとハック

（いちもんばし） ぱれっと 収益事業 合　計

6,091 64,370 50,554 687 14,567 4,254 476 140,999 

- 720 480 - 240 - - 1,440 

730 5,937 4,252 2 1,802 707 1 13,431 

1,576 2,005 1,861 105 1,104 545 554 7,750 

120 360 6,548 90 960 120 350 8,548 

574 566 219 3 233 6 33 1,634 

- 281 388 - - - - 669 

3,181 91 2,300 - 558 - 525 6,655 

- - - 51 450 - - 501 

107 - - - - - - 107 

200 157 100 10 50 20 - 537 

1,653 31 - - - - 55 1,739 

150 - - - - - - 150 

100 - - - - - - 100 

350 236 3,342 20 530 - 50 4,528 

14,832 74,754 70,044 968 20,494 5,652 2,044 188,788 

-14,589 17,020 8,906 1,070 -7,186 -4,387 -421 413 過不足額Ａ－Ｂ

企画調査費

修繕費

支出合計Ｂ

研修費

委託契約料

求人活動費

減価償却費

食材仕入

活動費

地代家賃

保険料

リース減価償却費

退職金掛金

法定福利費

管理費

　　　　　　　区分
　科目

ＮＰＯ法人てくてく

人件費

事業外収入

収入合計Ａ

支出の部

会費収入

助成金収入

寄付金収入

　　　　　　　区分
　科目

ＮＰＯ法人てくてく

事業収入

第4号議案

令和5年度（2023年度）収支予算（案）について

収入の部
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第 5 号議案 

12 

 

 

定款変更（案） 

 

下表の通りＮＰＯ法人てくてくの定款を変更致します。 

 

変更後 変更前 

特定非営利活動法人てくてく 定款 

 

略 

 

（総会議事録） 

第３０条２項 議事録には、議長及びその会議に

おいて選任された議事録署名人２人以上が署名又

は記名押印しなければならない。 

 

略 

 

（理事会議事録） 

第３８条２項 議事録には、議長及びその会議に

おいて選任された議事録署名人２人以上が署名又

は記名押印しなければならない。 

 

略 

 

附則１ この定款は定款変更認証の日から施行す

る 

附則  この定款は定款変更認証の日から施行す

る 

附則  この定款は定款変更認証の日から施行す

る 

 

特定非営利活動法人てくてく 定款 

 

略 

 

（総会議事録） 

第３０条２項 議事録には、議長及びその会議に

おいて選任された議事録署名人２人以上が署名、

押印しなければならない。 

 

略 

 

（理事会議事録） 

第３８条２項 議事録には、議長及びその会議に

おいて選任された議事録署名人２人以上が署名、

押印しなければならない。 

 

略 

 

附則１ この定款は定款変更認証の日から施行す

る 

附則  この定款は定款変更認証の日から施行す

る 

 

以上 
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N 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人てくてく 
 

総会 

メンバー

理事会  

理事長：尾瀬順次 副理事長：中野史子、中根成寿 

理事：木下博史、小梶朋子、中矢裕紀子、三宅義貞 

監事：今井千代子、竹田美津子 事務局：吉川正義 

事業統括本部 本部長：尾瀬順次 本部長補佐：吉川正義 

２０２３（令和５）年度 ＮＰＯ法人てくてく 運営組織図 
2023 年 6 月 1 日現在 

事務部 事務長：中矢裕紀子 事務：久保田厚子、中野弘子、薬師由美子 

共同生活援助事業 

あっとホーム 
事業長：柴山岳博 

副事業長：奥田 陽 

事務：新村千鶴 

 

ホーム長 

どんぐり：中矢裕紀子 

ジャンプ：柴山岳博 

つばさ：尾瀬友理子 

翔：奥田陽 

たんぽぽ：尾瀬友理子 

 

各ホーム担当 

（ホーム長を補佐） 

どんぐり：守屋唯 

たんぽぽ：北村真歩 

翔:藤井芳 
 

 

居宅介護事業所 

にこりん 

 
事業長：岡本義隆 

副事業長：三好優子 

事務：岸田記代 
 

にこりん担当 

（副事業長を補佐） 

籔下葵 

 

短期入所事業所 

あっとハック 
事業長：尾瀬友理子 

（しろのさと担当） 

    岡井伸行 
（いちもんばし担当） 

 

副事業長：草川達也 

 

 

相談支援事業所 

ぱれっと 
 

 

事業長･相談支援員 

尾瀬 順次 
 

 

家族会 後援会 



資料 
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「てくてく」が「めざすもの」（理念
りねん

） 

「てくてく」として「大 切
たいせつ

にしていきたいこと」（基本
きほん

方 針
ほうしん

） 

２０１５年
ねん

 ６月
がつ

 ６日
む い か

策定
さくてい

 

 

○「てくてく」が「めざすもの」 

「てくてく」は「誰
だれ

もが住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で、いきいきと自分
じぶん

らしく暮
く

らし続
つづ

けることができる街
まち

づくり」をめざします。 

 

○「てくてく」として「大 切
たいせつ

にしていきたいこと」 

 「てくてく」は「めざすもの」の実現
じつげん

に向
む

かって、下記
か き

のことを大切
たいせつ

にしながら取
と

り組
く

みを進
すす

めていきます。 

 

① メンバー一人
ひとり

ひとりが「生活
せいかつ

の主体
しゅたい

・主人公
しゅじんこう

」として、「その人
ひと

らしい自立
じりつ

生活
せいかつ

」「望
のぞ

む

暮
く

らし」を実現
じつげん

できるよう、常
つね

にメンバーの思
おも

いに寄
よ

り添
そ

いながら支援
しえん

します。 

② メンバーが一人
ひとり

の住 民
じゅうみん

として、どんなしょうがいがあっても当
あ

たり前
まえ

に暮
く

らしていける

地域作
ちいきづく

りに向
む

けて取
と

り組
く

みます。 

③ 家族
かぞく

やかかわる方々
かたがた

との連携
れんけい

を大切
たいせつ

にし、メンバー一人
ひとり

ひとりの暮
く

らしを支
ささ

える「人
ひと

の輪
わ

」

をつくります。 

④ メンバーと共
とも

にあることを通
とお

して「てくてく」に集
つど

い 働
はたら

くすべての人たちが、皆
みな

楽
たの

しく生
い

き生
い

き過
すご

ごせるよう取
と

り組
く

みます。 

⑤ 制度
せいど

を活用
かつよう

しつつ、制度
せいど

の枠
わく

にとらわれない自由
じゆう

な発想
はっそう

で活動
かつどう

を展開
てんかい

します。 

⑥ 地域
ちいき

に向
む

けて常
つね

に情 報
じょうほう

や課題
かだい

を発信
はっしん

し、様々
さまざま

な人
ひと

たちとの協 働
きょうどう

を通
とお

して、しょうがい

のある人たちを「地域
ちいき

で支
ささ

える 力
ちから

」の向 上
こうじょう

に貢献
こうけん

します。 


